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推理 発想 行動を起こさず、意識、無意識の外に
自らを置けるとすれば、感情は産まれ
ないだろう。 
行動を起こそうとした瞬間、まず五感
が働き、経験や知識が働き、様々な感
情が沸き起こる。 

常に五感が働き、経験値等々の自らの
獲得形質が絡み合う。 
図に表した内の五角形が五感で、外の
五角形が獲得形質である。 
時間変化と共に、感情が展開される。 
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